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韓
国
の
「
戒
厳
令
」

市
民
が
民
主
主
義
を
守
っ
た

　
緊
急
事
態
宣
言
の
危
険
ま
ざ
ま
ざ

　

韓
国
の
尹
ユ
ン
　
ソ
ン
ニ
ュ
ル

錫
悦
大
統

領
が
３
日
夜
、
突
然
、
記

者
会
見
を
開
き
、「
非
常
戒

厳
」
を
宣
言
。
軍
が
出
動

し
、
一
切
の
政
治
活
動
禁

止
が
布
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

尹
氏
の
記
者
会
見
の
直

後
か
ら
、
国
会
前
に
は
数

千
人
の
市
民
が
駆
け
つ
け

て
軍
に
対
峙
し
、
市
民
た

ち
は
死
を
覚
悟
し
た
と
い

う
。
国
会
議
員
た
ち
が
軍

の
封
鎖
を
か
い
く
ぐ
り
本

会
議
場
に
入
り
、
戒
厳
令

解
除
を
求
め
る
決
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
緯
は
改
憲
に

よ
る
「
緊
急
事
態
条
項
」

創
設
の
危
険
を
ま
ざ
ま
ざ

と
示
し
ま
し
た
。
同
条
項

が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
内
閣

が
「
緊
急
政
令
」
を
発
し

て
国
会
審
議
を
抜
き
に
広

範
な
規
制
を
可
能
と
す
る

も
の
。
乱
用
の
危
険
が
大

き
く
、
ま
さ
に
今
回
の
戒

厳
令
と
同
じ
危
険
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

韓
国
で
戒
厳
令
。「
突
然

の
戒
厳
令
で
び
っ
く
り
し

た
。
時
代
錯
誤
だ
」「
与
野

党
も
一
致
し
て
抗
議
し
、

６
時
間
後
に
撤
回
さ
せ

た
」「
国
民
の
行
動
力
が
す

ご
い
」「
日
本
で
も
自
民
党

な
ど
が
憲
法
に
緊
急
事
態

条
項
の
創
設
を
主
張
し
て

い
る
が
危
険
な
こ
と
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

臨
時
国
会
が
開
会
。「
予

算
委
員
会
の
委
員
長
が
野

党
の
立
憲
に
な
っ
た
」「
企

業
・
団
体
献
金
禁
止
や

１
０
３
万
円
な
ど
、
総
選

挙
で
示
さ
れ
た
国
民
の
声

に
応
え
る
国
会
論
戦
に
期

待
し
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
。

「
２
日
、現
行
保
険
証
の
新

規
発
行
が
停
止
に
な
っ

た
」「
市
役
所
や
病
院
の
受

付
で
は
問
い
合
わ
せ
が
相

次
い
だ
」「
政
府
は
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
一
本
化
と
保

険
証
の
廃
止
の
す
す
め
か

た
が
強
引
だ
」「
現
行
の
保

険
証
と
お
薬
手
帳
で
十
分

な
の
に
」

　
　

×　
　
　
　

×

保
険
証
残
せ

署
名
１
７
７
万
強

保
団
連
な
ど
国
会
に
提
出

　

現
行
保
険
証
の
存
続
を

求
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保

険
証
の
強
制
に
反
対
す
る

「
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
署
名
提
出
集
会
」
が
参

議
院
会
館
内
で
開
か
れ
ま

し
た
（
全
国
保
険
団
体
連

主
催
）。社
会
的
弱
者
に
負

担
が
重
く
、
個
人
情
報
が

守
ら
れ
ず
、
カ
ー
ド
も
使

い
に
く
い
と
の
悲
鳴
の
声

が
医
療
現
場
か
ら

相
次
い
で
い
ま
す
。

医
師
の
杉
山
正
隆

氏
は
「
１
７
７
万

人
を
超
え
る
署
名

が
集
ま
っ
た
。
保

険
証
維
持
を
求
め

る
医
療
従
事
者
と

患
者
さ
ん
の
実
感

だ
」
と
報
告
し
ま

し
た
。

歴
史
の
歯
車
は

逆
転
で
き
な
い

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
議
長
は
Ｘ
で
４
日
、「
韓

国
大
統
領
に
よ
る
戒
厳
令

を
、与
野
党
を
超
え
て
、民

衆
の
力
で
打
ち
破
っ
た
韓

国
社
会
、
韓
国
国
民
の
民

主
主
義
の
強
さ
に
、
敬
意

を
表
す
る
。
こ
の
根
本
に

は
、
１
９
８
７
年
、
民
衆

が
自
ら
の
力
で
独
裁
権
力

に
終
止
符
を
打
っ
た
民
主

革
命
が
あ
る
。
歴
史
の
歯

車
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
は

誰
に
も
で
き
な
い
」
と
表

明
し
ま
し
た
。

　

通
研
バ
ス
の
減
便
。「
12

月
２
日
か
ら
三
鷹
駅
か
ら

通
研
行
き
の
直
行
バ
ス
が

減
便
さ
れ
た
」「
運
転
手
不

足
だ
と
い
う
」「
電
通
裏
行

き
は
全
日
運
休
に
な
っ

た
」「
期
間
は
２
月
28
日
ま

で
だ
が
、
そ
の
あ
と
は
ど

う
な
る
の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
の
「
伝
統
的
酒
造

り
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
登
録
。「
麹
を

　健康保険証 新規発行停止
12 月２日以降、あなたはどうなる？
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

学
費
値
上
げ
中
止
へ
緊
急
助
成
を

　
日
本
共
産
党
が
文
科
省
に
要
請

　

大
学
で
相
次
ぐ
学
費
値

上
げ
に
学
生
も
家
族
も
耐

え
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子

委
員
長
は
吉
良
よ
し
子
、

山
添
拓
ら
の
議
員
と
と
も

に
27
日
、
文
部
科
学
省
に

対
し
、
緊
急
の
予
算
措
置

を
と
る
よ
う
要
請
。
来
年

度
の
学
費
値
上
げ
を
止
め
、

０
０
億
円
規
模
の
緊
急
助

成
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
高
等
教
育
の
無
償

化
に
つ
い
て
、
総
選
挙
で

全
て
の
主
要
政
党
が
高
等

教
育
の
無
償
化
や
負
担
軽

減
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た

と
し
、「
こ
れ
を
妨
げ
る
も

の
は
な
い
は
ず
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

国
立
大
の
運
営
費
交
付

金
の
削
減
が
つ
づ
き
、
私

立
大
へ
の
経
常
費
補
助
の

増
え
な
い
こ
と
な
ど
政
治

の
責
任
を
指
摘
し
、
教
育

予
算
全
体
を
増
や
す
よ
う

訴
え
ま
し
た
。

温室効果ガス削減
世界の科学者ら共同声明

日本は野心的目標を

　

来
年
２
月
ま
で
に
国
連

に
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い

る
２
０
３
５
年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
つ

い
て
、
日
本
政
府
が
13
年

度
比
で
60
％
削
減
す
る
案

を
軸
に
検
討
す
る
と
公
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

世
界
の
科
学
者
や
気
候
政

策
の
専
門
家
ら
約
40
人
が

共
同
で
11
月
29
日
、
日
本

は
約
80
％
の
削
減
を
達
成

す
る
枠
組
み
の
構
築
が
急

務
だ
と
す
る
声
明
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

声
明
は
日
本
に
対
し
、

「
野
心
的
な
削
減
目
標
の

提
出
を
」
と
し
て
、「
世
界

的
な
約
束
に
沿
っ
た
具
体

的
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
も
、
行
動
も
十
分
と

は
い
え
な
い
」「
主
要
７
カ

国
の
中
で
も
化
石
燃
料
へ

の
依
存
度
が
際
立
っ
て
高

く
、
化
石
燃
料
関
連
事
業

へ
の
投
資
が
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
こ
の
状

況
を
放
置
す
る
余
裕
は
な

い
」
と
削
減
目
標
の
策
定

に
責
任
を
負
う
こ
と
を
強

く
求
め
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ

ン
の
構
内
に

多
数
植
え
ら

れ
て
い
る
ソ

ヨ
ゴ
が
実
を

つ
け
た
。
柄

の
長
い
葉
が

風
に
揺
れ
て

音
を
立
て
る

（
＝
そ
よ
ぐ
）

こ
と
か
ら
、

ソ
ヨ
ゴ
と
命

名
さ
れ
た
と

い
う
。

深
読
み
！
絵
本
「
せ
い
め

い
の
れ
き
し
」

　

真
鍋
真　

著

　

岩
波
書
店

　

１
５
０
０
円
＋
税

値
下
げ
を
促
す
た
め
、
国

公
私
立
大
に
対
す
る
１
０

　

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・

バ
ー
ト
ン
の
絵
本
『
せ
い

め
い
の
れ
き
し
』
を
子
供

の
頃
愛
読
し
た
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
新
発
見
を
反
映

し
て
現
在
は
２
０
１
５
年

が
最
新
版
、
そ
の
監
修
を

恐
竜
博
士
の
著
者
が
行
っ

て
さ
ら
に
本
書
を
執
筆
し

た
。
約
40
億
年
前
の
原
始

海
洋
で
の
生
命
誕
生
か
ら

現
在
ま
で
の
、
環
境
と
生

命
進
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
関
係
を
解
り
や
す
く
解

説
。
現
在
は
６
度
目
の
大

量
絶
滅
に
入
っ
て
い
る
と

の
説
も
紹
介
し
て
い
る
。

大
人
で
あ
っ
て
も
地
球
と

宇
宙
を
含
む
世
界
感
を
育

む
の
に
役
立
つ
。（
Ｎ
）

使
っ
て
原
料
の
デ
ン
プ
ン

を
糖
に
変
え
る
「
並
行
複

発
酵
」
と
い
う
世
界
で
も

珍
し
い
発
酵
技
術
だ
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
と
っ
て

強
い
文
化
的
意
味
を
も
つ

訂
正

　

先
週
の
「
市
民
と
科

学
者
が
議
論
」
の
記
事

で
、
畑
昭
郎
元
大
阪
市

立
大
学
教
授
の
名
前
は

「
畑
明
郎
」の
誤
り
で
し

た
。

　

今
年
５
月
に
日
本
の
総

務
省
の
「
国
民
の
た
め
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
イ

ト
」
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に

つ
い
て
「
定
期
変
更
す
る

必
要
は
な
く
、
流
出
時
に

速
や
か
に
変
更
す
る
」
と

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
国
立
標
準
技
術
研

究
所 

が
２
０
１
７
年
６

月
に
、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
定
期
変

更
を
要
求
す
べ
き
で
な

い
」
と
１
８
０
度
の
方
向

転
換
。
日
本
で
も
変
わ
り

ま
し
た
。

　

あ
る
程
度
長
い
ラ
ン
ダ

ム
な
英
数
字
の
並
び
が
好

ま
し
い
。
キ
ー
ボ
ー
ド
の

文
字
や
数
字
の
並
び
に
し

た
り
、
同
じ
パ
ス
ワ
ー
ド

を
使
い
回
し
す
る
の
は
と

く
に
危
険
と
い
う
が
、
あ

な
た
は
ど
う
で
す
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）　

　

ご
存
じ
で
す
か

パ
ス
ワ
ー
ド
の
定
期

変
更
は
不
要

10
号
館
南
の
銀
杏
並
木
も

黄
葉
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
朝
晩
は
寒
い
が
昼
間

は
暖
か
い
」「
週
末
か
ら
気

温
が
下
が
る
と
い
う
」

な
ど
と
評
価
し
た
」「
国
内

か
ら
登
録
さ
れ
た
無
形
文

化
遺
産
は
23
件
と
な
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

流
行
語
大
賞
。「『
ふ
て

ほ
ど
』
が
年
間
大
賞
に

な
っ
た
が
そ
ん
な
に
流
行

し
た
の
？
」「『
裏
金
問
題
』

は
入
っ
た
が
『
虎
に
翼
』

の
『
は
て
？
』
が
入
っ
て

も
よ
か
っ
た
の
に
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
よ
う
や
く
街
路
樹
も

紅
葉
に
な
っ
た
」「
通
研
の

 

ソ
ヨ
ゴ
の
赤
い
実

全
て
の
主
要
政
党
が
高
等
教
育
の

「
無
償
化
」「
負
担
軽
減
」
を
国
民
に
公
約


